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医政発 0712第 l号

平成 22年 7月 12日

(社)日本病院協会会長殿

看護職員就業状況等実態調査の実施について

看護行政の推進については、日頃よりご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

平成21注目月 17日に「看護の質の向上と確保に関する検討会J(厚生労働大臣主催)

において取りまとめられた中聞とりまとめでは、看護職員の確保のため、働く意向がある

潜在看護職員を把握する仕組みづくり、多様な勤務形態の導入や院内保育所の整備などに

よる就労継続及び再就業の支援体制の強化等が要請されるなど、看護職員確保対策の充実

が求められたところです。

このため、今般、看護職員について就業者と離職者の就業状況等を把握し、看護職員の

確保対策の課題を把握するとともに今後の在り方を検討するため調査を行うこととし、1.!IJ

添のとおり、各都道府県あて調査について依頼しました。

本調査については、各都道府県が看護師等学校養成所卒業生に対して調査を行うことと

しております。

つきましては、各都道府県から看護師等学校養成所に協力依頼があった際には、貴会会

員の設置する養成所についても御協力をいただきますようお願し、申し上げます。
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医政発 0712第 l号

平成 22年 7月 12日

各都道府県知事殿

厚生労働省医政局長

看護職員就業状況等実態調査の実施について

平成21年 3月 17日に「看護の質の向上と確保に関する検討会J(厚生労働大臣主催)

において取りまとめられた中間とりまとめでは、看護職員の確保のため、働く意向がある

潜在看護職員を把握する仕組みづくり、多様な勤務形態の導入や院内保育所の整備などに

よる就労継続及び再就業の支援体制の強化等が要請されるなど、看護職員確保対策の充実

が求められたところである。

少子高齢化の現状及び今後増加する医療ニーズ、への対応を図るためには、看護職員の養

成数の確保及び定義促進並びに離職者の再就業支援等、多様な対策により看護職員の確保

を促進する必要がある。

このため、今般、看護職員について就業者と離職者の就業状況等を把握し、看護職員の

確保対策の課題を把握するとともに今後の在り方を検討するため下記のとおり調査を行う

こととした。

本調査については、国及び各都道府県における看護職員の確保対策を策定する上での資

料となるものであり、厚生労働省としては、全国の状況を把握する必要があると考えてい

る。

貴職におかれては、本調査の趣旨について御理解の上、調査の実施に御協力願いたい。

コ]
圭一ロ

1 調査方法については、別添1を標準として実施すること。

2 調査票につドては、別添2の調査票によって実施すること。

3 調査票の集計結果については、厚生労働省医政局看護課あて平成22年 12月 28日

までに提出すること。

4 調査票の集計については別添3によって実施すること。

5 調査結果については、厚生労働省において公表する予定であること。
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標準的な調査実緒方法

1 調査対象等

1)調査対象者

保健師、助産師、看護師又は准看護師(以下「看護師等」という。)の免許所持者(就

業者及び離職者)

2)調査対象施設

各都道府県において調査可能な看護師等学校養成所で卒業者名簿等を有する学校から、

原貝1]5校を抽出する。

3)調査実施方法

( 1)都道府県にて、調査対象施設を選定し調査を依頼

(2)看護師等学校養成所にて、卒業生名簿等を活用し、調査対象者を抽出

(3)看護師等学校養成所が対象者の調査協力の可否について確認し調査票を送付

(4)対象者は必要事項を記載した調査票又は回答票を看護師等学校養成所に返信

(Ei)看護師等学校養成所にて学校分を集計、都道府県へ報告

(6 )都道府県にて都道府県内分を集計、厚生労働省へ報告

(7)厚生労働省にて全国分を集計、公表

4)配布枚数

各都道府県調査枚数 800枚(全国計約38，000枚)

調査票の配布に当たっては、原則として下記のとおりとしていただきたいこと。

20代、 30代、 40代、 50代各200枚計800枚

2 調査実施時期

平成22年7月~平成22年 11月

平成22年 12月28日までに厚生労働省医政局看護課あて結果を送付いただきたい

こと。

3 留意事項

回答は数値等として扱うこととし、個人情報の取扱いを慎重に行い、個別施設名や個

人名が漏れることがないよう留意する。また、回答は無記名とし、この調査への回答の

有無、及ひ令その内容によって、回答者に不利益となることの怠いよう留意する。
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看護職員就業状況等実態調査への御協力のお願い

日頃より、看護行政の推進に御協力を賜り誠にありがとうございます。

厚生労働省においては安心で安全な医療提供体制を構築する観点から、チーム医療にお

いて重要な役割を担っている看護職員の確保対策に取り組んでいるところであり、就業継

続や再就業支援を推進する対策が必要となっています。

このため、今回、看護職員の就業状況等の実態を調査し、厚生労働省における看護職員

確保対策の参考とすることといたしました。

本調査は、厚生労働省が各都道府県を通じて、看護師等学校養成所の卒業生を対象に行

うものです。

調査は無記名で行い、調査結果は数値として取り扱いますので個人が特定されることは

ございません。

御回答いただきました内容は** (集計を行う施設を記載)で集計し、厚生労働省で取

りまとめをいたします。

皆様にはお忙しいところ恐縮ですが、調査の趣旨を御理解いただき、回答に御協力を賜

りますようお願い申し上げます。

平成22年*月*日

厚生労働省医政局看護課

(回答の方法)

1 .回答には1O~15 分ほどかかります。

2. 質問への回答について、回答用紙に御記入いただき、平成22年*月*日 C*)ま

でに、回答用紙のみを御返送ください。

(問い合わせ先)

*都道府県担当部署を記載

(御返送先)

*返送先を記載

.，..) . 



看護職員就業状況等実態調査 ~ 
〔回答方法〕

回答については特に断りのないものは、本年8月 1日現在の状況をご記入ください。あてはまる番

号文は数値等を回答票にご記入ください。質問に該当しない場合には空欄にしてください。

あなたご自身について

問1

問2

問3

問4

問5

問6

年齢 )歳

性別 1 男 2 女

住所地 )都道府県

配偶者の有無 l' 未婚 2 既婚

子どもの有無 1 いる 2 いない

子どもがいる場合、人数と末子の年齢 問6-1( )人、問 6-2 末子は( )歳

間7 未就学のお子さんがいる場合、日中の主な保育者(いずれか 1つ)

1 あなた 2 あなたの配偶者 3 子の祖父母 4 保育所の保育士

5 ベビーシッターや保育"y"y 6 その他

問8 同居のご家族で介護を必要とする方 1 いる 2 いない

問9 間Bで介護を要する方が r1いる」場合、日中の主な介護者(いずれか 1つ)

1 あなた 2 あなた以外の家族・親族 3 施設・事業所の職員 4 その他

問 10 あなたが取得している免許(全て) 1 保健師 2 助産師 3 看護師 4 准看護師

問11 あなたの看護職員としての通算就業年数(離職湖聞を除く)(年(か月目

注1 看護職員とは保健師、助産師、看護師、准看護師のいずれかをいいます。

注2・就業年数には、産休、育休、長期研修等の期聞を含みます。

問12 あなたが、これまで勤務先を退職した回数(看護職員としての業務に限る) )回

注:退職経験のない場合には rOJを記入してください。同一設置者内の転勤等は退職には含みません。

問13rあなたは、!現在、所得を伴う仕事(パート、アルバイト等を含む)に就いでいますか。あてはまる番号

1つを選んでください。

1 看護職員として住事に就いている→調査A (P 2) にお進みください

注-産休・育児休業等の一時的な休業の場合は rlJを選択してください。

Z 看護職員以外の仕事に就いている→調査B (p 4)にお進みください

3 仕事についていない

;問13-1 ，'"ア

，..，士事に就いてト ィ

いない場合し ウ

家事に従事している

通学している

その他

~ 調査B (p 4)にお進みください

次頁からの質問は、以下のようにお答えください。

現在、看護職員として仕事に就いている方 I .現在、仕事に就いていない方 又は

〔調査A] (P2)へ ・看護職員以外の仕事に就いている方

[調査B] (P 4)へ

;… … "…ーよ1… …一一 一一一一一一一一一--一一……』口思一一…一回一一…『
これまで、勤務先を退職したことがある方 ; 

〔調査C] (P 6)へ : 1 
L … 一一一--_.-自白山町一一一-_....-一一…一一・…町一一一一…一町一…_......一山町--一自由一一一… m ー叩_....J



〔調査A) 現在、看護職員として仕事に就いている方への質問

質問項目 選択肢

A1 現在の就業先 1病院(病棟) 7介護保険施設等(I~5 に該当するものを除く)

(主たる従事場所、いず 2病院(外来・その他) B社会福祉施設(I"";5、7に該当するものを除く)

れか 1つ) 3診療所(有床) 9保健所又は市町村

4診療所(無床) 10事業所(7、8に該当するものを除く)

5訪問看護ステーション 11看護師等学校養成所又は研究機関

6助産所 12その他

A2 
現施設での就業年数 )年( )か月目

注1 産休・育休・長期噺修等の期聞を含む

注2・同一設置者内の転勤等は通算して下さい

A3 現在の雇用形態

11と省長 (r短時間正社員」 を除<l γL.トf…程期時型間聞同闘控が鋸関旬町、正畦正闘匁竺型と旬弘一ぞ治偽正型者回で一あ空目っへて間労て働融一契一賞約措与七恥(いずれか 1つ) 2短時間正社員→【A3-1】【3-2】も回答

3パート・アルバイト ; 

4派遣

5その他

A3-1 短時間正社員の方の就
労働契約上の就業時間→ 1週間 )時間 "'l1li1--} 

業時間

A3-2 短時間正社員の方の規 1短時間正社員制度を利用する場合の理由が限定されている(育児、介護等

定 2短時間正社員制度を利用できる期間が限定されている' ‘' 
(あてはまるもの全て) 3短時間正職員制度の利用に当たって、理由・期間の限定はない

A4 現在の勤務体制 1 3交代制 22交代嗣j 3日勤のみ 4夜勤のみ 5その他

(いずれか 1つ) (注:交代制勤務はなく、主に日中の勤務の場合は r3Jを選択)

A5 看護職員になってから ① 第 l子の妊娠・出産・育児の際 ー+ ) [ ) [ 

これまでに受けた支援・ ②第2子以降の妊娠・出産・育児の際ー-..[ ) [ l [ 
活用した制度等(それぞ ③ 家族の介護の際 惨 ) [ ) [ 

れの時期①~⑤につい ④就学の際 • ) [ ) [ 

て主なもの 3つまでを ⑤ その他( ' ) [ ) [ 

以下から選んでくださ 1夜勤の免除又は夜勤回数の軽減 9病児・病後児保育
い) 2時間外労働の免除 10両親等、家族による育児の支援

3時差出勤・フレックスタイム 11育児休業
*①~⑤の状況はあっ 4休日労働の免除 12子の看護休暇
たが支援を受けなかっ 5短時間勤務 13介護休業・介護休暇
た場合は r16Jを選択。 6院内・院外保育(就学前)→ [A6]も回答 14配属部暑についての配慮
*①~⑤の状況がなか 7学童保育 15転勤についての毘慮

可F
った場合Iま空欄として Bベビーシッター・保育"?"? 16 1.~15 の支援は受けていない
ください。

A6 延長保育等の利用(利用 1延長保育→ 1回平均( )時間程度 3休日保育→月平均( )回程度
したもの全て) 224時間保育→月平均( )回程度 41~3 のいずれも利用しなかった

A7 A5の項目で受けたかっ

たが受けられなかった
受けたかった支援

もの(主なもの 3つま ー
J [ J [ 

で)

A8 A5の項目以外で受けた

い支援等(自由回答)

2 



質問項目 選択肢

A9 育児休業とその期間 9-1第 1子→1取得した(子の出生年開I平成 年) (子が 才 か月まで取得)

(回答者の取得につい 2取得しなかった

て、第3子まで該当する 9-2第2子→1取得した(子の出生年昭和・平成 年) (子が 才 か月まで取得)

場合に記入) 2取得しなかった

9-3第3子→ 1取得した(子の出生年駒・械 年) (子が 才 か月まで取得)

2取得しなかった

A10 就業継続等についてこ 1職場での看護業務に関すること 5自分や家族の健康に関すること

れまで相談をした事項 2就業の継続・離職に関すること 6子育てに関すること

(主なもの 3つまで) 3就業条件に関すること 7その他

4人間関係に関すること 8相談したことはない→ [All]へ 三

A10-1 相談した相手(特に意義 1職場の上司 5外部の相談機関

のあった相手いずれか 1 2職場の同僚 6親族

つ) 3職場の人事担当者 7友人・知人

4職場の教育担当者 8その他

A11 今後、就業1:::関する相談 1職場の上司 6親族

をしたい相手(いずれか 2職場の同僚! 7友人・知人

1つ) 3職場の人事担当者 Bその他 “ i 

4職場の教育担当者 9相談したいことはない

5外部の相談機関

A12 今後の就業予定 12現他在施設の施で看設ケ翻で看寵護員載と員しJてE働してき働たいき続7たいー 【A13]ヘー』 円

(いずれか 1つ)

34看仕護事職ま員し以ない外として働きたい I ト 司 臥14]へ 一 一町 一1

5未定 →調査C (P 6)へ

A13 現在の施設で看護職員 1育児支援策が充実しているから 10医療安全対策が充実しているから

として働きたい理由 2福利厚生が充実しているから 11看護配置が充実しているから

(主な理由 3つまで) 3通勤が便利だから

4人間関係がよいから 13教育体制が充実しているから

5勤務時間が希望にあっているから 14キャリアアップの機会があるから-
6短時間勤務ができるから 15相談支援体制が充実しているから

7休暇がとりやすいから 16定年後も働ける仕組みがあるから

8給与が希望にあっているから 17その他

9夜勤を軽減する体制があるから

A14 A12で2-4と回答した方 1出産・育児のため 11休暇がとれない・とりづらいため

はその理由 2結婚のため 12給与に不満があるため

(主な理由 3つまで) 3本人の健康問題のため 13夜勤の負担が大きいため ........; 

4家族の健康問題・介護のため 14責任の重さ・医療事故への不安があるた

5通勤が困難なため め

6進学のため 15教育体制が充実していないため

7他施設への興味 16キャリアアップの機会がないため

8他分野(看護以外)への興味 17定年退職のため

9人間関係がよくないから 18看護職員にむかなかったため

10超過勤務が多いため 19その他

」車L

これまで、看護職員としての勤務先を退職したことがある方は〔調査C)(P 6)へ

3 



〔調査B)[現在、仕事に就いてい吋

B1 

B2 

B3 

B4 

B5 

B6 

B6-1 

B7 

B8 

現在、看護職員以外の仕事に就いている方への質問

質問項目

看護に関する仕事を辞

めてから現在までの期

間

今後の就業希望

(いずれか 1つ)

B2で 2-4と回答した方

はその理由(主な理由

1つ)

【回答後、調査Cへ】

今後看護職員として働

きたい、と回答した方は

その理由

(主な理由 1つ)

希望する再就職時期(最

も希望するもの 1つ)

希望する雇用形態

(最も希望するもの 1

つ)

短時間正社員を希望す

る場合の就業時間

希望する勤務体制(最も

希望するもの 1つ)

再就職に際しての不安

(最も大きなもの 1つ)

選択肢

)年( )か月目

1看護職員として働きたい → [B4]以降の全ての質問に回答してください 1

2看護職員必金として働きたい可

3就業希望なし > [B3】のみ回答してください

4未定 J 

1家事・育児のため仕事が続けられそうにない

2家族の理解が得られない

3本人の健康問題

4家族の健康問題・介護のため

5看護業務から離れていたことによる不安がある

6再就職に必要な情報が得られない

7勤務時間・賃金などが希望にあう仕事がありそうにない

B自分の知識・能力にあう仕事がありそうにない

9急いで仕事につく必要がない

10その他

‘"・0

1収入を得る必要が生じた

2知識や技術を生かしたい

6家族の健康問題・介護にめどがついた

7時間に余裕ができた

3社会にでたい

4生きがいをもっため

5子育てにめどがついた

8 (回答者本人が)学校を卒業した

9その他(

‘2 

1既に再就職が決まっている

2すぐにでも再就職したい

4(回答者本人の)学校卒業後に再就職したい

5未忠
3数年後に再就職したい

1正社員 (r短時間正社員」を除く)

2短時間正社員→ [B6-1]も回答

3パート・アノ凶イト : 

1
4派遣 ; 
5その他 i 

V 

労働契約よの就業時間→ 1週間(

;注短時間正社員とは、正社員と比べて所定労働

j時間が短い正規型の労働者であって労働契約に;

!期聞の定めがなく、時間当たりの基本給、賞与、
2 

ii>職金轄の箪宗方法制'lE社冒と同等である者向 5 

)時間程度を希望 ， 

1 3交代制 22交代制 3日勤のみ 4夜勤のみ 5その他

(注:交代制勤務はなく、主に日中の勤務の場合は r3 Jを選択)

1家事・子育てと両立できるか 5最新の看護の知識・技術に対応できるか

2保育など育児支援体制の確保 6再就職者に対する教育体制が整っているか

3家族の健康問題・介護への対応 7その他 )

4交代勤務に対応できるか 8不安はない

4 



89 

810 

811 

812 

812-1 

812-2 

813 

814 

815 

816 

質問項目 選択肢

再就職をするために必

要な支援・制度等(主な

もの 3つまで)

延長保育等

(あてはまるもの全て)

89の項目以外で再就職

時に受けたい支援

(自由回答)

1夜勤の免除又は夜勤回数の軽減

2時間外労働の免除

3時差出勤・フレッタスタイム

4休日労働の免除

5短時間勤務

1延長保育→ 1回平均(

224時間保育→月平均(

)時間程度

)間程度

再就職時の研修 l バ1希望する→ [812-1][812-2]も回答
(いずれか 1つ;I 

研修希望場所

(主なもの 3つまで) i 
研修を希望する場合併

内容 i 

(主なもの 3つまで

再就職先を探す際に型l
ffll，主主1ゑふ又は型星L
たい施設等(主なもの 3

つまで)

1就職する施設

2近隣の医療機関等

1看護技術

2治療等に関する医学的知識

3薬剤に関する知識

4医療安全に関する知識

5ITに関する知識・技術

1ナースセンター(ナースパンク)

2ハローワーク(公共職業安定所)

3民間の職業紹洗所

4医療機関等のホームベージ

5求人広告・求人情報誌

現在、求職活動をしてい lI 1している→【815]へ
ますか(いずれか 1つ)，1 
求職活動をしている的I1子どもをあずけるサービスがみつか

就職できない理由 q~ らない

(主な理由 1つ) I 2賃金・給料が希望と合わない

就職を希望しているが、

求職活動をしていない

理由

(主な理由 3つまで)

3勤務時間・休日が希望と合わない

4求人の年齢と自分の年齢とが合わな

1家事・育児のため仕事が続けられそ

うにない

2家族の理解が得られない

3本人の健康問題

4家族の健康問題・介護のため

5看護業務から離れていたことによる

不安がある

6再就職に必要な情報が得られない

」彊L

6院内・院外保育(就学前)→【810]も回答 4・

7学童保育

Bベビーシッター・保育"?"?

9病児・病後児保育

10 1 ~ 9の支援は必要ない

3休日保育→月平均(回程度

41~3 のいずれも必要ない

2希望しない→ [813へ]

....+， 

3都道府県やトスセンJ-(ト刀、ツク)等の施設

4その他( ) 

6保健医療福祉制度に関する知識

7医療機関での見学実習

B専門分野に関する知識ー技術

9その他(

6医療機関等の説明会

7友人・知人による紹介

B出身学校・先生による紹介

9前の職場による紹介

10その他

2していない→【816】へ

“ 

5自分の技術や能力が求人要件に合わな

し、

6希望する内容・職場の求人がない

7その他(

7子どもをあずけるサービスがない

8勤務時間・賃金などが希望にあう仕事が

ありそうにない 司
9自分の知識・能力にあう仕事がありそう

にない

10急いで仕事につく必要がない

11家事・育児に専念したい

12その他(

これまで、看護職員としての勤務先を退職したことがある方は〔調査c)(p 6)へ

5 

2 

z 

z 

. 

2 

2 

2 

5 



〔調査C) これまで、勤務先を退職したことがある方(看護に関する仕事に限る)への質問

最も最近退職した施設についてご記入ください

質問項目 選択肢

C1 退職した施設 1病院(病棟) 7介護保険施設等 (1~5 に該当するものを除く)

(いずれか 1つ) 2病院(外来・その他) 自社会福祉施設(1~5、 7 に該当するものを除く)

3診療所(有床) 9保健所又は市町村

4診療所(無床) 10事業所(7、8に該当するものを除。

5訪問看護ステーション 11看護姉等学校養成所又は研究機関

6助産所 12その他

C2 退職理由 1出産・育児のため 11休暇がとれない・とりづらいため

(主な理由 3つま 2結婚のため 12給与に不満があるため

で) 3本人の健康問題のため 13夜勤の負担が大きいため

4家族の健康問題・介護のため 14責任の重さ・医療事故への不安があるため

5通勤が困難なため 15教育体制が充実していないため

6進学のため 16キャリアアップの機会がないため

7他施設への興味 17定年退職のため

B他分野(看護以外)への奥味 18看護職員にむかなかったため

9人間関係がよくないから 19その他

10超過勤務が多いため

C3 退職後、看護の仕事

に復帰した場合、再
1 1年未満 →【C4】以降回答不要 45~1O年未満

21~3年未満 510年以上
就職までの期間

33~5年未満 6再就職していない→【C4】以降回答不要
(いずれか 1つ)

C4 離職期間 1年以上 1収入を得る必要が生じた 5子育てにめどがついた

の方の再就職理由 2知識や技術を生かしたい 6時間に余裕ができた

(主な理由 1つ) 3社会にでたい 7学校を卒業した

4生きがいをもつため 8その他(

C5 再就職先を選んだ 1育児支援策が充実しているから 10医療安全対策が充実しているから

理由(主な理由 3つ 2福利厚生が充実しているから 11看護配置が充実しているから

まで) 3通勤が便利だから 12看護ケアが充実しているから

4人間関係がよいから 13教育体制が充実しているから

ト 5勤務時聞が希望にあっているから 14キャリアアップの機会があるから

6短時間勤務ができるから 15相談支援体制が充実しているから

7休暇がとりやすいから 16定年後も働ける仕組みがあるから

B給与が希望にあっているから 17その他

9夜勤を軽減する体制があるから

6 



C6 

質問項目

再就職の際に受けた

支援・活用した制度

等(主なもの 3つま

で)

C7 延長保育等の利用

(利用したもの全

て)

選択肢

6院内・院タ

7学童保育

Bベビーシッター・保育77

9病児・病後児保育

101~9 の支援は受けていない

)時間程度 3休日保育→月平均(回程度 t _. 
)回程度 41~3 のいずれも利用しなかった

1夜勤の免除又は夜勤回数の軽減

2時間外労働の免除

3時差出勤・フレックスタイム

4休日労働の免除

5短時間勤務

1延長保育→1回平均(

224時間保育→月平均(

C8 ""再就職前後の研修等 1....1烹I
けた→ IEK11IC8-21.ふ回答コ

C8-1! I研修場所 I 1就職する施設

1 (主なもの3つまで)1 2近隣の医療機関等

C8-2i 1研修内容 1 1看護技術

宇(主なもの 3つま 12治療等1こ関する医学的知識

で 13薬剤に関する知識

4医療安全に関する知識

5ITに関する知識・技術

1ナースセンター(ナースパユ/ク)

2ハローワーク(公共職業安定所)

3民間の職業紹介所

4医療機関等のホームベージ

5求人広告・求人情報誌

1ナースセンター(ナースパンク)

2ハローワーク(公共職業安定所)

3民間の職業紹介所

4医療機関等のホームページ

5求人広告・求人情報誌

1正社員 (r短時間正社員Jを除く)

2短時間正社員 → [C10-1lも回熔 ; 

3パート・アルバイト ; 

v 

C9 再就職先を探す際に

利用した施設等

(主なもの 3つまで)

C9-1 C9のうち、実際に就

職に結びついたもの

(いずれか 1つ)

C10 I再就職時の雇用形態

(いずれか 1つ)

C10-1 1短時間正社員の方の

就業時間
労働契約上の就業時間→ 1週間(

2受けていない→ [C9へ] 3
会

2

1

Z

4

2

E

・E
・-
-
i
i
i
z
i
i
i
=
:

4
司

3都道府県やトAt;;ト(ナ-J."ツク)等の施設

4その他)

6保健医療福祉制度に関する知識

7医療機関での見学実習

B専門分野に関する知識・技術

9その他(

6医療機関等の説明会

7友人・知人による紹介

B出身学校・先生による紹介

9前の職場による紹介

10その他

6医療機関等の説明会

7友人・知人による紹介

8出身学校・先生による紹介

9前の職場による紹介

10その他

4派遣

5その他

C11 

)時間

再就職時の勤務体制

(いずれか 1つ)

1 3交代制 22交代制 3日勤のみ 4夜勤のみ 5その他

(注・交代制勤務はなく、主に日中の勤務の場合は r3Jを選択)日

調査にご協力いただきましてありがとうございました。

7 
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看護職員就業状況等実態調査(回答票)

-回答欄にあてはまる番号又は数値等をご記入ください。

-回答欄の質問番号にr*Jのある場合でfその他Jの選択肢を選んだ場合には、具体的な内容を自由記
載欄にご記入ください。

〔調査A)現在看護に関する仕事に就いている方

A5⑤の状況

川

[
l
u
出

A11 A12 山

[U
州口

〔調査8)現在仕事についていない方、現在看護以外の仕事に就いている方

E
 

82 83 

巴
T
l」
I
l
-
-

R
U
 

B
 

86 

百
87 88 * 

間

[
l
u

814 |815* I 816* I 

:I I I 
〔調査C)これまでに、勤務していた施設を退職したことがある方



。自由回答欄(具体的な内容をご記入ください)

l[A 8] 

〔調査B)

【B4】

【B8】

【B11] 

【B12-1】

【B12-2】

【B15】

【B16] 

〔調査C)

【C4】

【C8-1】

【C8-2】
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〔入力要領〕

1. r都道府県番号」の列については、下記のうち該当するものを入力する。

1北海道、 2青森県、 3岩手県、 4宮城県、 5秋田県、 6山形県、 7福島県、 8茨城県

9栃木県、 10群馬県、 11埼玉県、 12千葉県、 13東京都、 14神奈川県、 15新潟県

16富山県、 17石川県、 18福井県、 19山梨県、 20長野県、 21岐阜県、 22静岡県

23愛知県、 24三重県、 25滋賀県、 26京都府、 .27大阪府、 28兵庫県、 29奈良県

30和歌山県、 31鳥取県、 32島根県、 33岡山県、 34広島県、 35山口県、 36徳島県

37香川県、 38愛媛県、 39高知県、 40福岡県、 41佐賀県、 42長崎県、 43熊本県

44大分県、 45宮崎県、 46鹿児島県、 47沖縄県

2. r番号」の列については、回答のあった対象について rlJから通し番号を入力する。

3. r問3Jの列については、該当する都道府県の金主主を入力する。 (roo県Jroo府」
のように「都道府県Jまで入力する。)

4. r問lOJの列については、該当する番号を左詰めで入力する。(他の複数回答の質問に

ついても同様)

5. r問 13Jに回答がない場合であって、調査 Aに回答があり、現在就業中と考えられる

場合には、問 13について rlJを入力する。

6.時間数の記入欄等では整数での回答を前提としているが、小数点以下の数値の記載が

あった場合には、小数点以下は切り捨てて入力する。

7. 各質問への回答について、指定の数よりも多く選んでいる場合には、該当する質問に

ついての入力はせず、空欄とする。

8.数値、カタカナは半角で入力する。

9.質問に回答がない場合には、集計表は空欄にする。

10. 自由回答欄については、大まかな内容を入力する。


